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H27 H28 H29 H30 R元 R２ R３ R４ R５ R６

歳入 6,963 6,942 6,921 6,641 6,658 7,657 8,149 7,986 7,098 7,211

歳出 6,722 6,741 6,709 6,459 6,460 7,333 7,798 7,706 6,812 6,917
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H27 H28 H29 H30 R元 R２ R３ R４ R５ R６

実質収支 2,195 2,397 2,336 2,651 2,421 9,602 7,970 7,891 5,899 5,060
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〈決算統計関連指標〉 ６年度 ５年度 増減 主な増減要因

経常収支比率 93.0 91.2 1.8
退職手当をはじめとする人件費及び維持補修費等
の増

〈健全化判断比率〉 ６年度 ５年度 増減 主な増減要因

実質赤字比率 － － － 赤字なし

連結実質赤字比率 － － － 赤字なし

実質公債費比率 13.4 13.4 0.0 同率

将来負担比率 58.0 64.6 △6.6 地方債残高の減

〈基金残高〉 ６年度 ５年度 増減 主な増減要因

財政調整基金 204 175 29
歳計剰余金及びコロナ国庫返還に備えた
積立額の増

県債管理基金 231 211 20
R7・R8臨時財政対策債償還分の積立額
の増

その他特定目的基金 1,187 1,107 80 公共施設等整備基金の積立額の増

合計 1,622 1,493 129

〈地方債残高〉 ６年度 ５年度 増減

臨時財政対策債 2,896 3,277 △381

臨時財政対策債以外 5,474 5,546 △72

地方債残高総額 8,370 8,823 △453

〈資金不足比率〉

工業用水道事業、病院事業、下水道事業、港湾整備事業のいずれの会計も資金不足は生じておらず、経営健全化基準に該当しない。

（単位：％、億円）
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